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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、DNAミスマッチ修復MutSファミリーのメンバーをコードしています。大腸菌において、MutSタンパク質はミスマッチヌクレオチドの修復前の認識を助けます。MutSホモログには、ウォーカーAアデニンヌクレオチド結合モチーフと呼ばれる約150アミノ酸の高度に保存された領域が存在します。コードされているタンパク質はMSH2とヘテロ二量体を形成し、ミスマッチ認識複合体を形成します。この複合体は、DNAミスマッチの結合と解離に応じてADPとATPを交換する双方向分子スイッチとして機能します。この遺伝子の変異は、遺伝性非ポリポーシス大腸がん、結腸直腸がん、および子宮内膜がんと関連している可能性があります。異なるアイソフォームをコードする転写産物バリアントが報告されています。
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	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	MIH/3T3 (1)、A431 (2)、K562 (3)、およびCOS7 (4) 細胞溶解物に対するMSH6マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	MSH6 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

